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「
川

の
あ
る

ま
ち
」
第

３
１

号
（

一
部

手
直

し
）

 

江
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以
前

江
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代
以
前
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代
以
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以
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谷

越
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谷
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通通 通通
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奥
州
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奥
州
道

奥
州
道
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

加
藤

幸
一
 

 
越

谷
を

通
る

日
光

街
道
（
日

光
道
中
）
は
、
江

戸
幕
府
に

よ
っ
て

で
き

た
江

戸
初

期
の

直
線

道
路

で
あ

る
。
そ
の

時
に

草
加

宿
や
越

ケ
谷

宿
、
粕
壁

宿
が

成
立
し

て
い

る
。
し
か

し
、
そ

の

前
か

ら
奥

州
（

東
北

地
方

）
へ

通
じ
る

古
く

か
ら

の
道

が
あ

っ
た
は

ず
で

あ
る

。
 

そ
の

越
谷

や
春

日
部

を
通

る
古

い
道
筋

が
、
江

戸
時

代
中
頃
（
文

化
文

政
年

間
）
に
越
ケ

谷

宿
の

本
陣

を
勤

め
た

福
井

猷
貞
（

ゆ
う

て
い

）
に
よ

っ
て
書

か
れ
た
「
越

ケ
谷

瓜
の

蔓
」
の

中

に
記

述
さ

れ
て

い
る
。
そ
の
道

筋
を
前

提
に
、
古
道

は
主
要

な
川
の

自
然

堤
防

上
を

通
っ

た
こ

と
と

、
越

谷
・
春

日
部

周
辺
の

江
戸
時

代
の

古
地

図
（

越
谷

市
立
図

書
館

所
蔵

）
の

解
読

を
も

と
に

、
古

い
奥

州
道

の
ル

ー
ト

を
推
察

す
る

こ
と

に
し

た
。
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江
戸

時
代

以
前

の
「
往

古
奥
州

道
」
に
つ

い
て

次
の

よ
う
に

述
べ
ら

れ
て

い
る

。「
～
通
り

」

は
「

～
[ を

] 通
り

」
と

置
き

換
え

る
な
ど

、
原

文
一

部
手

直
し

し
た
。

 

①
千

代
田
御

城
下

ご
じ
ょ
う
か

よ
り

、
②

千
住

秋
屋

の
里
、

③
大

原
だ
い
ば
ら

通 と
お
り、

④
八

条
堤

通
は
ち
じ
ょ
う
つ
つ
み
と
お
り、

 

⑤
南

百
な
ん
ど

角
よ
り
西

方
に
し
か
た、

⑥
中

町
な
か
ま
ち

横
町

よ
こ
ち
ょ
うよ

り
元

荒
川

も
と
あ
ら
か
わ

[ を
] 渡

り
、

⑦
押

立
お
っ
た
て

堤 つ
つ
み

[ を
] 通

り
、

 

⑧
大

里
お
お
ざ
と古

往
還

、
⑨

間
ま

久
里

く
り

、
⑩

粕
壁

か
す
か
べ橋

手
前

よ
り

、
⑪

百
間

も
ん
ま

[ を
] 通

り
、

幸
手

さ
っ
て

[ に
] 入 い
る

。

⑫
御

成
道

お
な
り
み
ち

迄
川
付

き
堤

[ を
] 通

り
、

往
還

に
て
之
こ

れ
有
る
由 よ
し。

 

二二 二二
．． ．．
江
戸
時
代
以
前

江
戸
時
代
以
前

江
戸
時
代
以
前

江
戸
時
代
以
前
のの のの
奥
州
道

奥
州
道

奥
州
道

奥
州
道
の
ル
ー
ト

の
ル
ー
ト

の
ル
ー
ト

の
ル
ー
ト
 

 
前

述
の

①
～

⑫
の

項
目

を
以

下
、
次

の
よ

う
に

考
察

し
た

。
 

①
徳

川
家

康
は
、
天
正

十
八
年
（
一

五
九

〇
）
に

関
東

入
り

し
、
江

戸
湊
（

え
ど

み
な

と
・

 

東
京

湾
）
か

ら
奥

に
入

り
込
む

遠
浅
の

日
比

谷
入

江
（
新
橋

か
ら
大

手
町

に
か

け
て
）
そ

ば
の

江
戸

館
（
え

ど
や

か
た
・
後
の

江
戸
城
、
千
代

田
城

）
に
移

り
住
ん

だ
と

い
う
。
奥
州
へ

の
道

 

筋
は

、
ま

ず
は

こ
こ

か
ら

平
川
（

ひ
ら

か
わ
・
日

本
橋

川
）
を

渡
り
（

今
の

常
磐

橋
あ

た
り

）
、

そ
の

後
は

、
後

の
日

光
街

道
筋

を
進
み

、
忍

岡
（

し
の

ぶ
が
お

か
）
や

浅
草

寺
（

せ
ん

そ
う
じ

）

の
東

側
を

通
り

過
ぎ

、
隅

田
の

渡
し
を

渡
り

、
隅

田
川

の
対

岸
の
木

母
寺
（
も

く
ぼ

じ
）
あ

た

り
に

至
る
（
地

図
１

）
。
そ
し
て

東
進
し

て
古

代
の

隅
田

宿
（

墨
田
二

丁
目

交
差

点
）
に

進
み

、

こ
こ

か
ら

関
屋

の
里

に
向

け
て

北
西
に

進
む

（
地

図
２

の
下

部
）。

 

②
「
千

住
秋

屋
の

里
」
と
は
「

関
屋

の
里

」
の

誤
り

で
あ
ろ

う
。
こ
の

里
は

、
現

在
の
千

住

関
屋

町
あ

た
り

か
ら

隅
田

の
渡

し
の
あ

る
木

母
寺

ま
で

を
指

す
。

 

関
屋

の
里

か
ら

江
戸

時
代

の
日

光
街
道

筋
さ

ら
に

下
妻

街
道

筋
を
通

る
道

が
あ

る
が
、
こ
れ

が
越

谷
・

春
日

部
地

域
を

通
っ

て
い
る

奥
州

道
と

考
え

ら
れ

る
（
地

図
２

の
中

央
）
。

 

③
「
大

原
（
だ

い
ば

ら
）
通
り

」
と

は
、
八

潮
市

内
に

あ
る

大
原
道
（

だ
い

ば
ら

み
ち
）
を

 

指
す

。
大

原
を

抜
け

る
こ

と
か

ら
、
千

住
か

ら
下

妻
街

道
沿

い
に
行

き
、
現
在

の
内
匠
橋
（

た

く
み

ば
し
、
江
戸

時
代

の
榎
戸

橋
・
え
の

き
ど

ば
し

）
を
渡

る
。
そ
の
先
は
左
折

し
て
、
大
原

に
向

け
て

北
上

す
る

道
、

大
原

道
を
通

る
（

地
図

２
の

上
部

）
。

 

な
お
、
内
匠

橋
か

ら
小
菅
方
面

に
流
れ

る
現
・
綾
瀬

川
は
江

戸
初
期

の
寛
永
年

間
に
作
ら
れ

 

た
人
工
の

川
で

あ
る

。
 

一
方

、
内
匠
橋

よ
り

、
そ

の
ま

ま
、
ま

っ
す
ぐ
東

方
に

進
む

の
が

下
妻

道
で

あ
る

。
実

は
、
 

こ
の

下
妻

道
の

方
が

奥
州

道
で

あ
る
と

の
説

が
あ

る
。
そ
の
説

に
よ

る
と
、
古
新

田
（
こ

し
ん

で
ん
）
の
古
利
根

川
沿

い
に
進

み
、
八
条

の
渡

し
に

向
か
う

こ
と
に

な
る
。
古
新

田
村
の

古
利

根
川

沿
い

に
、
今
で

も
大
相
模
地
区

に
見

ら
れ

る
土

手
道

の
よ

う
な
堤
土
手

の
道

が
残

っ
て

い

る
。

こ
れ

も
奥

州
道

の
一

つ
で

は
あ
ろ

う
。

 

し
か

し
、
大

原
道

も
比
較
的
高

い
土
地
（

か
つ

て
の

大
河
と

推
定
さ

れ
る
毛
長

川
の

自
然
堤

 

防
か

）
に

あ
り
、
「

八
条

の
渡
し

」
に

行
く

に
は

大
原

道
の
方

が
大
水

で
難
渋

す
る

こ
と
も

あ

ま
り

な
い

だ
ろ

う
し

、
最
短
距
離

で
あ

る
の

で
、

奥
州

へ
の

街
道
筋

と
し

て
は
ふ

さ
わ

し
い

。
 

④
「

八
条

堤
通

り
」

と
は

中
川
右

岸
沿

い
の

堤
の
土
手

道
を

指
す
（

地
図
３
）
。
大

原
道
の

 

突
き
当
た

り
の

八
条

の
渡

し
で

川
を
渡

ら
ず

に
、
川

の
右

岸
に

沿
っ
て

北
上

す
る
。
こ
れ

が
「
八

条
堤

通
り
」
と
呼

ば
れ

て
い

た
の

で
あ
ろ

う
。
八

条
堤

と
は

八
条
領

に
あ

る
中

川
沿

い
の

八
条

、

柿
ノ

木
町

、
東

町
（

あ
づ

ま
ち
ょ

う
）

に
あ

る
自

然
堤

防
上

の
堤

の
土

手
道

の
こ

と
で
あ

る
。

現
在

の
土

手
道

は
、
過
去
に
何
度

も
決
壊
し

た
た

め
大

き
く
変

わ
っ

て
い

る
と
思
わ

れ
る

。
地

元
で

は
下

妻
道

と
呼

ば
れ

、
こ
の

下
妻
道

沿
い

に
は

八
条
遺
跡

や
八
条
輪
中
遺
跡

と
い

う
古
代
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3 

 

 

か
ら

中
世

に
か

け
て

の
埋

蔵
文

化
財
包

蔵
地

が
み

ら
れ

る
。

 

⑤
「
南

百
角

よ
り

西
方

」
と
は

、
南

百
（

な
ん

ど
・
吉
川
橋

そ
ば
）
で
左
方
面
に
曲
が
っ

て
 

進
む
、
南
百

か
ら

西
方
（
大
聖

寺
だ
い

し
ょ

う
じ

方
面
）
に

か
け
て

の
元

荒
川

の
土

手
道

を
指

す
。

今
で

も
ほ

ぼ
昔

の
ま

ま
に
留

め
て

い
る
土

手
道

が
一
部
残

っ
て

い
る

（
写
真

１
）
。
中

川

（
古
利
根

川
）
沿

い
の

八
条
堤

通
り
よ

り
、
引
続
き

元
荒
川

沿
い
の
右
岸

の
土

手
道

を
西

に
進

む
の

で
あ

る
（

地
図
３
の

上
部

）
。

 

        

古
代

の
元

荒
川

は
、
下
総
国
と
武

蔵
国

と
の
国
境

を
流

れ
た
利
根
川

本
流

で
あ

り
、
そ
の

後

は
荒

川
の

本
流

と
も

な
っ

た
大
河

で
あ

る
。

 

こ
の

大
相
模
の
土
手

道
沿

い
の

地
域
で
発
掘

す
れ

ば
、
八
条
地

域
と
同
様
に

古
代

か
ら
中
世

に
か

け
て

の
遺
跡
が
発
見

で
き

る
に
違

い
な

い
。

 

そ
の

後
は
、
瓦
曽
根
溜

井
沿
い

の
土
手

道
、
越

谷
市

中
央
市
民
会
館

や
市
役
所

の
西

側
の

道

（
か

つ
て

の
土

手
道

）
を

通
っ

て
観
音

横
丁

の
入
口
に

た
ど

り
着
く

（
地

図
４

の
下

部
）。

 

⑥
「

中
町

横
町

」
と

は
、

日
光

街
道
（

日
光

道
中

）
に
架
か

っ
て
い

た
中

町
橋

を
中
心
に

 

中
町

橋
の

北
の

日
光

街
道

沿
い

と
東

の
現

在
の
観
音

横
丁

を
含

む
地

域
の

こ
と

で
は

な
い

で

あ
ろ

う
か

。
 

観
音

横
町

か
ら

現
在

の
日

光
街

道
へ
と

進
み
、
大
沢

橋
南
詰

の
市
神
様
（

い
ち

が
み

さ
ま

・

神
明
社
、
現

在
は
同
じ

日
光
街

道
沿
い

の
南

方
に

移
転
）
が

あ
っ
た

あ
た

り
で

元
荒

川
を
船

で

渡
っ

た
と
思
わ

れ
る

（
地

図
４

の
下
部

）。
 

元
荒

川
を

渡
っ

て
か

ら
の
先
は

、
現

在
の

日
光

街
道

の
よ
う

に
北
へ

直
進

す
る

と
、
大
沢

で

最
も
低
い

天
神

前
橋

辺
り

を
通

過
し
て
湿
地
帯
を

通
る

こ
と

に
な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
浄
光

寺

東
側

を
通

っ
て

大
房
村
の
鎮
守

で
あ
る
稲
荷
神
社
（
迅
速
測

図
で
は
猿
田
彦
祠
）
の
東
側

に
通

じ
る

大
房

道
と
呼
ば

れ
る

古
道

が
往
古

奥
州

道
と

推
定

で
き

る
。
現

在
は
開
発

に
よ

り
そ
の

道

は
全

く
無

い
が

、
北

越
谷
駅
前
郵
便
局
そ

ば
の

十
字

路
や

北
越

谷
公
民

館
付
近
を

通
過

し
て

い

る
。
そ
の

古
道

沿
い

の
浄

光
寺
本
堂
裏
の
墓
地
造
成

地
か

ら
は
昭
和
五

十
年

に
中
世
の

古
銭

が

出
土

し
た

と
い

う
。

か
つ

て
の

古
い
道

で
あ

っ
た

こ
と

が
う

な
ず
け

る
（

地
図
４
）
。

 

⑦
「

押
立

堤
（

お
っ

た
 

て
づ

つ
み

）」
と
は

、
 

北
越

谷
第

五
公
園
そ

ば
に

 

今
も

あ
る
土
手

道
で

は
 

な
い

か
と

考
え

た
。

 

（
写
真
２

）。
 

「
押

立
堤

」
は

、「
押
江

 

（
お

お
え

）
り

の
薬
師
」

 

（
大
房
の
薬
師
堂
）

と
 

関
連

し
て

い
る

と
思

わ
 

れ
る

。「
押
江

り
の
薬
師

」
 

は
、

現
在

は
宝
性
院

と
 

呼
ば

れ
る
別
の

寺
院

が
建

っ
て

い
る
。
北

越
谷
第
五
公
園
そ

ば
に
今

も
残

る
土

手
道

は
、
秦
野

秀
明
氏
に

よ
る

と
、
す
ぐ
そ
ば

に
村
組

の
「
押

立
組

」
が
か

つ
て
あ

っ
た

の
で
、
こ
れ
が
「
押

立
堤

」
と
呼
ば

れ
た

と
断
定
し

て
い
る

。
 

押
立

堤
の

そ
ば

の
現

在
の

北
越

谷
第
五
公
園

は
、
か

つ
て
の

元
荒
川

の
入

り
江

で
あ

り
、
元

荒
川

を
利
用
し

て
い

る
船

の
た

め
の
停
泊
地

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ
る

。
江

戸
湾

の
満

ち
潮
が

こ

の
入

り
江

ま
で
遡
上

し
、「

押
江

り
の
薬
師
」
は

、「
鵜

の
森
の
薬
師
」
と
も
呼
ば

れ
る

よ
う
に

、

そ
の

周
辺

の
森

に
は
鵜
が
多
く

住
ん
で

い
た

の
で

あ
ろ

う
。

 

な
お

「
押

立
」

の
読

み
方

は
、

本
来
の

読
み

方
の

「
お

し
た

て
」
が

「
お

っ
た

て
」

と
 

な
ま

っ
た

も
の

で
あ

ろ
う

。
 

⑧
大

里
の
「
古

往
還

」
と
は
江

戸
時
代

の
日

光
街

道
（

日
光

道
中
）
よ
り

古
く

か
ら

あ
っ
た

 

街
道

を
意
味
し
、
大
林
（
お
お

ば
や
し
）
や
大

里
（

お
お
さ

と
）
あ
た

り
で

は
、
日
光
街

道
よ

 

り
西

側
の

元
荒

川
の

古
川

沿
い

の
自
然

堤
防
（
河
畔
砂
丘
）
上

を
日
光

街
道

と
並

行
し

て
進
ん

 

だ
と
思
わ

れ
る

。
大
林
の
香
取
神
社

西
側

あ
た

り
か

ら
古

川
ま

で
の
自

然
堤

防
上

の
河
畔
砂
丘

 

押立堤押立堤押立堤押立堤（おったてつ（おったてつ（おったてつ（おったてつつみ）つみ）つみ）つみ） 

大成町の「あやの幼稚

園」の北西にある砂利

道で、大成町１丁目１

１７番地と５１番地

の間の古道。 

写真２写真２写真２写真２ 

写真１写真１写真１写真１ 
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に
は
「

大
林

の
桃
山
」
が
一
面

に
広
が

っ
て

い
た
。
こ
こ
に

大
林
寺
（

だ
い

り
ん

じ
）
西

側
を

 

通
る

奥
州

道
が

あ
っ

た
と
思
わ

れ
る
。
つ

ま
り
、
大
林

寺
の
西

側
や
現

在
の

大
林

自
治
会
館
の

 

前
の

道
を

通
り
、
日
光

街
道
（

日
光

道
中
）
と
東
武
鉄
道
と

が
交
差

す
る

大
里

の
踏
切
あ

た
り

 

で
日

光
街

道
に
合
流

し
た

の
で

は
な
い

だ
ろ

う
か

（
地

図
４

）
。

 

⑨
「

間
久

里
」
（
ま

く
り

）
と
は

、
現
在

の
下

（
し

も
）

間
久

里
・
上

（
か

み
）

間
久

里
を

 

指
し
、
そ
の

古
道

は
、
元

荒
川
の

古
川
沿

い
の

自
然

堤
防

上
に

あ
る
現

在
も
変
わ

ら
ぬ

日
光

街

道
（
日

光
道

中
）
筋

と
思
わ
れ

る
。
間
久

里
か

ら
先

の
粕
壁

橋
ま
で

に
至

る
ル

ー
ト

に
つ

い
て

は
「

越
ケ

谷
瓜

の
蔓

」
に

は
全

く
触
れ

て
い

な
い

。
 

間
久

里
の
先
は

、
現

在
の

新
方

川
（
に

い
が

た
が

わ
・
せ
ん
げ

ん
堀

）
手

前
の
湿
地
帯
で

あ

る
北
浦
の

地
と

な
り

、
現

在
の
日

光
街
道

の
よ

う
に

直
進

し
て

大
枝
村

を
通

過
す

る
と

は
考

え

に
く

い
。
こ
の
湿
地
帯
を
避
け

る
た
め

、
北

東
の

大
泊
（
お

お
ど
ま

り
）
村
方
面
に
迂
回

し
た

と
思

わ
れ

る
（

地
図
４
の

上
部

）
。

 

                

 

 
図

１
の

中
の

秋
田

屋
は
、
高
崎
力
（
つ

と
む
）
氏

に
よ
る

と
秋
田
藩
の
佐
竹
公
が

大
名

行
列

 

の
途

中
で
必
ず

立
ち
寄
っ

て
鰻

を
食
し

た
所

。
こ

の
時

、
日

光
街
道
（
日

光
道

中
）
は
閉
鎖
さ

 

れ
、
旅
人
は

東
側

の
古

道
を
通

っ
た
と
伝
え

ら
れ

る
と

い
う

。
古

道
は
、
い
わ

ば
日
光
街

道
の

 

臨
時

の
バ
イ
パ
ス
と

な
っ

た
の

で
あ
る

。
こ

の
古

道
が

、
か

つ
て
の

奥
州

道
と

推
定

さ
れ

る
。
 

 
こ

の
道

か
ら
念
仏

橋
方
面
に

進
ん
で
、
江
戸

時
代

は
細
流
だ

っ
た
「
せ

ん
げ

ん
堀
」
を
渡
り
、

 

道
な

り
に

行
く

と
、
安
国
寺
の
参

道
に
突
き
当
た

る
。
髙
﨑
力
氏
に

よ
る

と
、
そ

の
先
は

道
が

 

な
く
、
そ
こ

で
右
折
し
、
さ
ら
に
左

に
曲

が
っ

て
進

み
、
現

在
の

主
要
な

道
路

に
出

る
と

い
う
。

 

そ
の

道
を

横
断

し
て

平
方
村
方
面

に
通

じ
る

道
を

通
っ

て
北

進
す
る

（
図

２
）
。

 

               

大
泊
村
と

平
方
村
の
村
境

に
は

、
か

つ
て
会
野

川
が

東
西
に
流

れ
て

い
た

所
で

あ
り
、
髙
﨑

力
氏

に
よ

る
と
、
長
い
石
橋

が
そ

の
川
に
架
か

っ
て

い
て
、
戦
前

ま
で
見

ら
れ

て
い

た
と

い
う

。

今
で

も
屋
号
が
「
石

橋
」
と
呼

ば
れ
る

家
が

大
泊

側
に

あ
る

。
こ
の
会
野

川
の
名
残

の
「
瀬

戸

っ
堀
」
を
渡

っ
て

進
む

と
現

在
の
「
野

田
岩
槻
線
」
の
会
野
川
沿

い
の
土

手
道

に
突

き
当

た
る

。

今
度

は
こ

の
土

手
道

を
西

に
進

み
、
再
び
会
野

川
（

現
在
は
会

之
堀

川
）
に
架
か

る
上
流

の
会

之
堀

橋
を

渡
っ

て
現

在
の

日
光

街
道
（

日
光

道
中

）
に
合
流

す
る
の

で
あ

る
（

地
図
５
）。

 

図１図１図１図１ 平成６年当時の旧・上間久里の古道平成６年当時の旧・上間久里の古道平成６年当時の旧・上間久里の古道平成６年当時の旧・上間久里の古道 

図２図２図２図２    会野川の横断会野川の横断会野川の横断会野川の横断 
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春
日

部
市

に
入

っ
て

か
ら

の
古

奥
州
道

は
、
現
在

の
藤
塚
橋
の

北
か
ら
備
後
村
の

周
り
を
西

に
反

時
計
回

り
に

か
つ

て
流
れ

て
「
会
野

川
」
（

平
方
村

の
南

側
の

周
り

を
流

れ
る
当

時
の

川

で
、
今

は
そ

の
名
残
は

な
い
）
に
合
流
し

た
川
（
現

在
の
会

之
堀
川

の
一

部
）
が

あ
り
、
こ
の

川
を
仮
に
「
備
後

西
川

」
と
名

付
け
る

と
、
備

後
西

川
の
左

岸
の
備

後
村

に
あ

る
よ

く
発
達

し

た
自

然
堤

防
（
河
畔
砂
丘

）
上

の
道
を

進
ん

だ
と

推
定

し
た

。
 

つ
ま

り
、
会

之
堀

橋
（
旧
称
・
土

橋
、
俗
称

「
我
慢

橋
」
）
か

ら
日

光
街

道
（

日
光

道
中
）

を
北

に
進

み
、
備
後

南
交

差
点

で
東
側

方
面

に
左
折
し

た
道

に
入
る

。
地

元
で

は
「
高
道
（

た

か
み

ち
）
」

と
呼

ば
れ

、
武

里
小
学
校

の
東

側
の

道
に

通
じ
、

か
つ

て
は
高

く
盛

り
上

が
っ

た

古
道

で
、
備
後

の
西

側
に

か
つ

て
は
流

れ
て

い
た
備
後

西
川

の
土
手

道
と

い
え

る
。

 

次
は
、
こ
の
備
後

西
川

を
渡
り

、
円

福
寺

の
西

側
、
そ
し
て

地
元
で

は
か

つ
て
「

街
道
」
と

呼
ば

れ
た

大
池

通
り

を
進

み
、「

粕
壁
橋

」
方
面
に

向
か

っ
た

と
思
わ

れ
る

（
地

図
５

）。
 

                  

            

               

  

上記の春日部八幡神社前の古道は、現在の国道 16 号の新方袋（にいがたぶくろ）交差点、

さらに豊春中学校そばの古隅田川にかつて架かっていた矢島橋や埼葛（さいかつ）斎場そ

ばを通って、御成（おなり）街道につながる大切な道であったと推定できる。 

図３図３図３図３ 
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⑩
粕

壁
橋

と
は

下
の

古
絵

図
（

図
３

）

の
解

読
に

よ
り

、
現

在
の

古
利
根

川

に
架

か
る

「
新

町
橋

」
で

あ
る

と
わ

か
る

。
粕

壁
橋

そ
ば

の
古
利
根

川
を

渡
ら

ず
に

、
粕
壁

橋
手

前
を
過

ぎ
て
、

西
に

あ
る

自
然

堤
防

と
河
畔
砂
丘

が

発
達

し
て

い
る
浜

川
戸

付
近

の
古

隅

田
川

を
渡

っ
た

も
の

と
推
定

す
る

。

そ
の
場

所
は
梅

田
橋

あ
た

り
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
梅

田
橋

は
、

古
く

江

戸
時

代
か

ら
古

隅
田

川
に
架

け
ら

れ

て
い

た
橋

で
あ

る
か

ら
で

あ
る

。
 

           ⑪
「

百
間

[ を
] 通

り
、

幸
手

[ に
] 入

る
」

と
は

、
古

隅
田

川
を

渡
っ

て
か

ら
は

、
現

・
宮

代

町
の

百
間

を
通

り
、
当

時
の
利
根

川
（
現
、
古
利
根
川
）
に

あ
っ
た
高
野
（

た
か

の
、
現
・
杉

戸
町

）
の

渡
し

を
渡

り
、
か

つ
て

の
鎌
倉

街
道

で
あ

っ
た

日
光

御
成
道
（
鎌
倉
街

道
の

中
ツ
道
・

中
の

道
）
ま
で

進
み

、
そ
こ
か

ら
御
成

道
、
さ
ら

に
御

成
道

に
合
流

す
る

日
光

街
道
（
日

光
道

中
）

へ
と

進
み

、
江

戸
時

代
の

幸
手
宿

に
至

っ
た

の
で

は
な

い
で
あ

ろ
う

か
。

 

 

⑫
「

御
成

道
迄

川
付

き
堤

（
を

）
通
り

、
往

還
に

て
こ

れ
あ

る
由
。
」
と

は
、

百
間

か
ら

 

日
光

御
成

道
ま

で
は

川
付

き
堤

を
通
り

、
御

成
道

に
合
流
し
て

か
ら
は

か
つ

て
の
鎌
倉

街
道

で

あ
っ

た
街

道
筋

（
日

光
御

成
道

や
日

光
道

中
）

へ
と

進
む
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。
「

川
付

き

堤
」
と

は
、
か
つ

て
の
利
根
川

本
流
で

あ
る
高
野

川
（
た
か

の
が
わ
・
現
・
古
利
根
川
）
左
岸

沿
い

の
堤

上
の

道
と

推
定

で
き

る
。
ま

た
高
野
の

渡
し

は
、
下
高
野
（

し
も

た
か

の
）
に

あ
る

「
万

願
寺

橋
」

あ
た

り
と

さ
れ

て
い
る

。
 

さ
ら

に
そ

の
先

に
あ

る
日

光
街

道
か
ら

筑
波

道
に

分
か

れ
る

追
分
（

幸
手

市
外
国
府
間
六
二

六
、
写
真
３
）
で
、
筑
波

方
面
に

進
み
、
現
在

の
権

現
堂

川
に

か
つ
て

あ
っ

た
「

栗
橋

の
渡

し
」

（
元

栗
橋

、
現

・
五

霞
町

）
を

渡
っ
て

奥
州

へ
と

進
ん

だ
の

で
あ
ろ

う
。

 

                    

図３図３図３図３    粕壁橋粕壁橋粕壁橋粕壁橋 
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